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英語における形容詞の多義性 と文法化

三 輪 伸 春

目次

I.著 しく意味変化 して多義 になった形容詞

1.英 語本来語(sad,silly,fair,happy,fast)

2.外 来語(nice,fine)

II.多 義語の共時的実態(stout,angry,strong)

III.意 味 の多義化 か ら文法化 へ:(fair,fine)

IV.文 法化 の歴史 的原因： 英語 、 フラ ンス語 、 ドイツ語 の比較言語史的考察

V.結 論

I.著 し く意 味 変 化 して 多 義 に な っ た 形 容 詞

I.1.1英 語 本 来 語;sad

英 語 本 来 語 の 基 本 語 彙 の 形 容 詞 に は 著 し く意 味 変 化 した 語 が あ り、 中 に は

反 対 の 意 味 に ま で 変 化 し た 語 も あ る(sad,silly,fair)。 例 と し て 、sadの

意 味 変 化 を取 り上 げ て み る 。OEDに よ るsadの 意 味 変 化 を メ ナ ー は 下 図 の

よ う に 示 して い る 。

第一図sadの 意味変化(RJ.Menner,1945)(注1)
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I.0fpersonsandimmaterialthings,

1.satisfied,sated,wearvof1450

2.settled,steadfast,firm13151667

3.valiant,strong13821475

4.orderly,regular,grave,serious13751665

5.sorrowfu1,mournful1375?.._

6.deplorablybad1694II

,Invariousphysicalsenses

7.solid,dense,massive,heavy13...1641

(dialect,EDD)

8.ofcolor,dark,deep;1412
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形 容 詞sadは 古 英 語 で は1.satisfied,sated,wearyof(飽 き飽 き し た 、 満

足 し た)と い う意 味 で 用 い ら れ 、 こ の 意 味 は15世 紀 半 ば ま で 続 く。OEDに

はa1310年 の 例 と して 、Forseldenyamsadthatsemlyfortese.(う る わ し

きか の 人 を 眺 め 飽 く こ と は 今 は ま れ)を 載 せ て い る 。 しか し、 欲 望 を満 た し

た 人 は ほ か の 人 よ り安 定 し た 精 神 状 態 に な る こ と か ら 、 落 ち着 い た 、 真 面 目

な 態 度 で 前 よ り も 自分 の 仕 事 に 励 む よ う に な る も の で あ る。14世 紀 の 初 め に

2.settled,steadfast,firm(落 ち 着 い た 、 し っ か り し た 、 固 い)と い う意 味 が

生 じ、 ラ テ ン語 のsolidus,firmusを 英 語 に翻 訳 す る 際 に用 い ら れ て い た 。

チ ョー サ ー か ら のOEDの 引 用 、c.1374Thermaynomandowtethatther

nissomblysfulnessepatissad[L.solidam】stydefastandparfyt(Boeth.III.Pr.

X.70(Camb.MS.)は ボ エ テ ィ ウ ス のsolidamを 翻 訳 し た 例 で あ る 。 た だ し、

OEDは す で に チ ョ ー サ ー の 時 代 に5.sorrowfu1,mournfu1(悲 しい 、 悲 しみ

に沈 ん だ)と い う意 味 が 生 じ と して い る が 、 確 か な例 は15世 紀 に 入 っ て か ら

で あ る(注2)。 シ ェ イ ク ス ピ ア で は 、軽 薄 さ 、陽 気 さの 反 語 と して しば し ば 「真

面 目 な 」 と い う 意 味 で 用 い ら れ て い る 。 有 名 な 例 と し て 、ajestwithasad

brow(真 面 目 く さ っ た 顔 で 言 う冗 談 、2H4.V.1.92)、ingoodsadness(生

真 面 目 に 、 本 気 で 、Wiv.III.5.125)が あ る 。 し か し、 シ ェ イ ク ス ピ ア で は

す で にYoursad(heart)tiresinamile-a。(悲 し き 胸 は 一 マ イ ル に 倦 む 、

WT.IV.3.126)の よ う に 「2.真 面 目 な 」か ら さ ら に 一 歩 を 進 め た 「5.悲 し

い 」と い う 意 味 で 多 く用 い ら れ て い る 。 そ して17世 紀 以 降 は 現 今 の 「5.悲 し

い 、 悲 しみ に沈 ん だ 」 に 限 定 さ れ た 。OEDの7の 意 味 は 人 の性 格 を表 す 「真

面 目 な 、 落 ち 着 い た 」 か ら の 類 推 で 物 体 に つ い て 用 い られ る よ う に な っ た 方

言 で 、sadbreadは 「ふ くれ そ こ ね て 生 焼 け の パ ン」 を 意 味 し、 口 語 で は

saddo9「 な らず 者 」 に み ら れ る よ う に 「真 面 目 な」と は 反 対 の6.deplorably

badrひ ど い,始 末 に お え ぬ 」 と い う意 味 に まで 変 化 して い る 。(注3)

多 義 語sadの 意 味 変 化 か ら観 察 さ れ る こ と は 、 第 一 に 、 い くつ か の 古 い 意

味 は 後 に生 じ た 意 味 と重 な り合 う こ とが あ る 。 第 二 に 、 ふ た つ 以 上 の 意 味 が

長 い 間 共 存 す る こ とが あ る が 、 最 初 の 意 味 「あ きあ き した 」 か ら か け 離 れ た
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現 今 も っ と も 普 通 の 意 味 「悲 し い 」と い う 意 味 と は 時 期 が 重 複 し て い な い 。 ま

た 、 「ひ ど く 悪 い 」 は よ い 意 味2,3,4が 消 滅 し た 後 で あ る 。

I.1.2silly

sadと 同 じ よ う な 意 味 変 化 を し た 語 にsillyが あ る 。sillyの 意 味 変 化 の 概

要 をOEDに よ っ て 検 証 す る 。

第 二 図sillyの 意 味 変 化(Menner,p.66)

700-1000110012001300140015001600170018001900

2.happy,blissful(gesaeiig-iseli)-seelyl482

3.spirituallyblessed!2251400

4.pious,holy,good12251450

5.innocent,harmlessl2901604

6.deservingpity,helpless12971609

(1)silly-formsl4251680

1680Northern&Scottish

silly sheep1500

7.insignificant,triflingmean,feeble12971642

(2)silly-forms15671794.....

Scottish

(3)silly:unlearned,simple,ignorant,homelyl5471798

(8)foolish,simple15291605

(4)silly-formsl576

ヒ ュ ー ズ(G.Hughes,WordsinTime,1988,p.11)は 、 メ ナ ー の 上 図 を 簡 潔

に 下 図 の よ う に 表 し て い る(筆 者 加 筆)。

第 三 図 ヒ ュ ー ズ に よ るsillyの 意 味 変 化
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2.happy,blessed .OEsaelig

5.innocent,harmlessMEseely

6.deservingofcompassionMn.silly

7.weak,feeble

7.simple,ignorant

?.feebleminded

8.foolish,empty-minded
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sillyの 場 合 、OEDがseely,sillyと い う ふ た つ の 別 個 の 見 出 し で 掲 載 し て

い る た め に わ か り に く く な っ て い る が 同 一 の 語 で あ る 。OE期 の 記 録 に は 残

さ れ て い な い 形 容 詞gesaelig(副 詞gesaeligeは 記 録 に あ る)、 中 英 語iseliで

あ り 、seelyは 中 英 語 に 普 通 の 形 態 、sillyは15世 紀 に 現 れ た 形 態 で あ る 。

ヒ ュ ー ズ は こ の 図 に"Summary:Sillyhasundergonedeterioration,

particularlysince　c.1600"と の み 注 し てsillyが 「意 味 の 下 落(deterioration)」

の 典 型 な 例 と し て 言 及 し て い る だ け だ が 、OE以 来 の 良 い 意 味(blessed,

innocent)と そ れ と は 相 反 す る1600年 以 降 の 新 し い 悪 い 意 味(simple,foolish)

は 用 い ら れ た 時 期 が 重 な っ て い な い こ と に 注 意 す べ き で あ る 。(注4)

1.2.外 来 語

1.2,1.nice

英 語 に 借 用 さ れ た 外 来 語 に は 著 し く意 味 変 化 し た 単 語 が い く つ か あ る 。 例 。

nice,fine,large,fine,person,danger,cheer,device。 こ こ で はnice,

fineを 取 り上 げ る 。

第 五 図nice(Menner,p.68)

700-1000110012001300140015001600170018001900

1.foolish,stupidl2901557

2.wanton,loose-mannered13251558

3.strange,rarel4131555

4.tender,effeminate15621710

5.coy,shy14001634

6.fastidious,dainty,refined,particular1551

15.agreeable1769

niceは ラ テ ン語 を 語 源 とす る(Lat.nescium<ne"not"+scire"toknow")「 無

知 な 、 無 邪 気 な 」 を 意 味 す る フ ラ ン ス 語niceか ら借 用 さ れ 、 英 語 に 入 っ て

か ら さ ま ざ ま な 意 味 変 化 を経 た 。 特 に 、16,17世 紀 に お け るniceの ひ とつ ひ

と つ の 意 味 の 特 定 は 難 しい とOEDも 記 し て い る(OED,nice)。 現 在 で は 、

6.fastidious,dainty,refined,particular(気 難 しい 、 繊 細 な 、 微 妙 な)と
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15.agreeable(快 い)の ふ た つ の 意 味 だ け が 残 さ れ て い る 。niceの 場 合 も 、

古 い 、 悪 い 意 味 、1、2、3は 現 代 の 新 し い 、 い い 意 味6、15と は 重 複 し

て い な い 。 ま た 、 現 在 使 わ れ て い る6は 用 い ら れ る 文 脈 が 限 定 さ れ て お り 、

15と 混 同 さ れ る こ と は な い 。(注4}例 え ば 、niceear,「 鋭 敏 な 耳 」、nice

distinctionofmeaning「 意 味 の 微 妙 な 相 違 」は 「6.繊 細 な 、 微 妙 な 」 で あ っ て

「15
.好 ま し い 」 と は 区 別 さ れ る 。

I.2.2fine

第 六 図fine

700-1000110012001300140015001600170018001900

I.Finished,consummateirlquality

l.Ofsuperior(luality,!250

2.(a.ofmetal;b.ofgoldorsilver;pure,refined,ofliquids)

1300

5.(Ofpersons)skillful1320

II.Delicate,subtle

6b.Ofimmaterialthings:delicately,beautiful 13??

7.Delicateinstructureorstructurel386

8.0fatool:sharp14001622

10.a.(Ofdistinctions)delicate、refined1567

III.SensesdevelopedinEnglish(chiefly=Fr.beau)

12.admirableinquality1440

13.(Ofpersons&things)handsome1340

14.0fhandsomesize1590

14.b.(Colloquially)verylarge;alsofollowedbylarge,big,etc.1833

15,,Ofweather:Freefromrain1704

16.,Ofdress:Highlyshowy1526

fineは 借 用 され て 以 来 、 フ ラ ンス語 の 時代 にす で にあ った古 い意味 を廃用 に

す る こ とな く維持 した上 に、 さまざまな意 味 を発達 させ たため に非常 に多義

な語 とな った。Fineの 意 味 変 化 にみ られ る第 一 の特徴 は、OEDが 詳 細 に注

記 して い る こ とか ら も うかがわれ る ように多 義で あ りなが ら、使 われる文脈

が 明確 に区別 されてい て意味 が曖昧 になる こ とはまず ない と思われ る ことで

ある。 第2に 、OEDも 明記 して い る よ う に、借 用 も との フラ ンス語finの み
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な らず 、 意 義III12-16は フ ラ ン ス 語beauの 意 味 ま で 借 用 して い る(IV参 照)。

第3に 、sad,silly,nice,と 同 様 に 反 対 の 意 味 ま で 生 じて い る 。

II.多 義 語 の 共 時 的 実 態:stout

多 義 語 は発 話 さ れ た 場 合 も聴 取 さ れ た 場 合 も一 回 一 回 の 意 味 の 特 定 が 難 し

い の で は な い か と思 わ れ る が 、OEDに 記 載 さ れ て い る 多 義 語 の 意 味 をす べ

て 記 憶 して い て 日常 生 活 で 満 遍 な く使 い 分 け る 人 は い な い で あ ろ う。 さ ら に

は 、 方 言 に よ り、 あ る い は 使 用 域(register)に よ り実 際 に 使 わ れ る 意 味 は か な

り限 定 さ れ て い る 。 言 語 地 理 学 と い う 手 法 を 用 い て 、 多 義 語 が 実 際 に 使 用 さ

れ る 具 体 的 な 場 面 で は そ れ ほ ど曖 昧 で は な い こ と を メ ナ ー はstout,clever

を 例 に挙 げ て 通 時 的 ・共 時 的 に 証 明 して い る 。

第七 図stoutの 意味変化(Menner,p.71)

1300140015001600170018001900

1.proud,haughty,arrogantl3151669

dialect

2.fierce,furious,menacingl3001601

3.valiant,brave13..1727

arch.in stout soldierγ

(d)inresistancel582

stout heart, stout resistance

4.firminresolve,unyielding,determined1390

stout enemy

5.strongofbodyl3861842

12.thick,corpulent1806

1.proudは 古 フ ラ ンス 語 時 代 に す で に あ っ た 意 味 で あ る 。 中 英 語 で は 、3.

brave,etc.で あ り、5.strongま で 拡 大 さ れ た 。3,4は 慣 用 表 現(stout

soldier,stoutheart,stoutenemy,stoutresistance)と し て の み 残 っ て い る 。

現 代 の 標 準 英 語 で 唯 一 普 通 に 使 わ れ る 意 味 は18世 紀 ま で は 記 録 の な い12.

thick,corpulentで あ る 。こ の 意 味 は古 い 意 味 が 実 質 的 に は す べ て廃 用 に な っ

て か ら生 じて お り1-5と は重 複 して い な い 。
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メ ナ ー はstoutの 伝 統 的 な 意 味5.strongと 新 しい 意 味12.thick,corpulent

に 関 す る イ ン フ ォ ー マ ン トの さ ま ざ ま な 回 答 を 詳 細 に検 討 して 次 の よ う に 結

論 して い る 。 都 市 部 で は12.thick,corpulentが 用 い ら れ る 一 方 、 地 方 で は

5.strongが 用 い ら れ る 傾 向 が あ る が 、 新 し いthick,corpulentが 古 い

strongを 侵 食 しつ つ あ る 。 教 養 の な い 、 あ る い は 年 配 の イ ン フ ォ ー マ ン トは

strong、 比 較 的 教 養 の あ る 、 あ る い は 比 較 的 若 い イ ン フ ォ ー マ ン トはthick,

corpulentを 用 い る 傾 向 が あ る 。 イ ン フ ォ ー マ ン トの 一 人 一 人 も言 語 共 同 体

全 体 と して もstout一 語 に ふ た つ の 意 味 を持 た せ る こ と に よ り生 じ る 曖 昧 さ

を 避 け よ う とす る 傾 向 が あ る 。 つ ま り、多 義 語 は 具 体 的 に使 用 さ れ る 場 合 に

は 個 々 の 話 者 ば か りで な く、 言 語 集 団 全 体 に 明 確 な 使 用 上 の 制 約 が 共 有 さ

れ て お り曖 昧 さ を生 じな い 傾 向 に あ る よ うで あ る 。そ して 「実 際 に 使 う 意 味 」

と 「知 っ て は い る が 使 わ な い 意 味 」と を 区 別 す る 。 こ の こ とか ら、 多 義 に よ っ

て 生 じ る 可 能 性 の あ る 曖 昧 さ は さ ま ざ ま な 形 で 回 避 さ れ て い る こ とが わ か る 。

変 化 過 程 の 渦 中 に あ るstoutの ふ た つ の 意 味 の せ め ぎあ い の 実 態 調 査 は 、 共

時 的 研 究 で あ る 言 語 地 理 学 とOEDに も とづ く歴 史 言 語 学 と が 同 じ結 論 に

至 っ て い る こ と を示 して い る 。

第八図cleverの 意味変化

1300140015001600170018001900

I.nimble-handed[doubtfulquot,of1200],dexterous,skillfu11580

II.nimble,active,neat,handsomel674_1735

dialect

III.handy,neat,agreeable,`nice'17151883,..

dialect

(c)good-naturedl773

多 義 語 が 意 味 変 化 す る 場 合 、 元 の 意 味 と か け 離 れ た 意 味 は 同 時 期 に 重 複 して

用 い ら れ る こ と は な い 。cleverの い い 意 味 で あ る1.skillfu1と 皮 肉 的 用 法 か

ら生 じた ど ち ら か と い う と良 く な い 意 味III.(c)good-naturedの 関 係 に も認 め

ら れ る とお りで あ る 。 重 複 して い る 場 合 は 、 古 い 意 味 が 特 定 の 文 脈 に 限 られ
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て 用 い ら れ る か 、 特 定 の 成 句 に 限 ら れ て 用 い ら れ て い る た め に現 実 の言 語 生 活

に お い て は曖 昧 さ を生 じる可 能 性 は少 な い。(注5)

III.意 味 の 多 義 化 か ら文 法 化 へ:fair

第四図fairの 意味変化(Menner,p.68。 語義の右の カ ッコ内はOEDの 語義番号)

700-1000110012001300140015001600170018001900

1,beautiful(I.1)

2.lightasopposedtodark(II.6)1551

3.freefromblemish,pure(III.7,8,9)1175

(1858-inphrases)

4.favorable,benign(IV)1205

5,freefrombias,equitable(III.10)1340

6,prettygood,passable(III.11)1860_

fairに は そ れ ぞ れ 異 な っ た 時 期 に 生 じ、 現 在 も用 い られ て い る6種 類 の 意

義 が あ る 。 しか し、 複 数 の 意 味 が 平 行 して 用 い ら れ て い て も不 都 合 は 生 じて

い な い こ とが わ か る 。 古 くか ら あ る 意 味 に は か な りの 使 用 上 の 条 件 が あ る か

ら で あ る 。 例 え ば 、1「 美 しい 」は 現 在 で は 詩 と き わ め て 華 美 な 文 体 に の み 用

い られ る 。IIのlight-haired(金 髪 の)はblondに 置 き換 え ら れ つ つ あ る。III

は 、faircopy,fairfameと い う成 句 に 限 ら れ 、 果 物 、 白 紙 、 水 に つ い て は

用 い ら れ な い 。IVは 天 候 に つ い て の み 用 い ら れ る。 現 代 で は 、 中 英 語 に 始 ま

るIII.10equitable,just(公 平 な 、 正 当 な)と19世 紀 半 ば に 始 ま るIII.11の

passable(ま ず まず の,並 の)が 一 般 的 と い え る。 い ず れ に して も使 わ れ る

文 脈 を厳 密 に 点 検 す れ ばfairの 用 法 は か な り明 確 に 分 類 さ れ て い て 、 実 際

に 使 わ れ た 場 面 で 曖 昧 さ を 生 じ る 可 能 性 は 少 な い と い え よ う 。 多 義 語 の 古 い

意 味 と そ れ と は か け 離 れ た 新 し い 意 味 と は 時 期 を ず ら せ る 傾 向 が あ る が 、

fairに み ら れ る よ う に 古 い 意 味 と新 しい 意 味 と が 平 行 して 用 い ら れ て も具 体

的 な 使 用 に は そ れ ぞ れ 制 限 ・区 別 が あ っ て 曖 昧 さ を生 じ る こ と は な い と い え

よ う。fairの 意 味 変 化 か ら、 一 見 多 義 の 語 も う ま く使 い 分 け られ 、 曖 昧 さ が

生 じな い よ う に な っ て い る こ とが わ か る 。
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IV.文 法 化 の 歴 史 的 原 因： 英 語 、 フ ラ ンス語 、 ドイ ツ語 の比較言語史的考察

形容詞 の多義化 は意味 の分析 的傾 向 と考 える こ とがで きる。 とい うの は、

fairに み る よ う に、 単 語 が 特 定 の意 味 か ら抽象度 を高め て、具体 的 に使用 さ

れ る場面 での文脈(ど の よ う な名 詞 を修 飾 す るか)、 用 法(ど の よ うな語 と成

句 を なす か)に よっ て意 味 が 決 定 され るか らで ある。 この傾 向 は フランス語

に特有 の傾 向で あ る。例 えば、現 代 フラ ンス語 のbeauは 英 語 のfairと 同

じ く多 彩 な意 味 を持 つ 。

第九図 現代フランス語beauの 意味

1.(男 女について)美男子の、美女の

2.(知 的、芸術的に)優れた

3.(精 神的に)高貴な

4.(卑 近な意味で)見事な、bellesalade立 派なサラダ菜

5.(社 会的に)優 れた

6.(天 気 ・気候が)よ い

7.(過 去の事柄 について)幸 福な

8.(礼 儀が)正 しい

9.(数 ・量が)多い、恰幅のいい(男女)[皮 肉]

(『仏和大辞典』白水社、1981)

beauの 持 つ そ れ ぞ れ の意 味 は 『仏和 大 辞 典』 が訳語の左 側 のカ ッコで詳細

に指示 して いる ように使 われ る場面 ・文脈 に よって決定 されてい る。 また、

9の 意 味 は1か らの 比 喩 ・皮 肉 か ら生 じた 意 味 で、fineと よ く似 た発 展 で

あ る(美 しい→ 大 きい)。

形 容 詞 の 多 義 化 は フ ラ ンス語 の影響 と考 え られ る。 フラ ンス語 は ノルマ ン

征 服 以降約300年 間 イ ギ リス の支 配 階級 の言 語 と して君 臨 し、 その影響 はた

だ単 に語彙 を多数借用 した とい う表層 面 に とどま らず、英語 の語彙構造 の 中

核 に までその影響 は及 んで いる。 フラ ンス語が英語 の文法組織 の単純 化、屈
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折 活 用 の水 平 化 に広 く深 い 影響 を与 えた こ とは周 知 の事 実 で あ る。(注6)

従 って 、 フ ラ ンス語 の 語 彙 の分 析 的特性が英語 の語 彙変化 に も影響 を与 えた

として も不思議 で はない。 フラ ンス語 は各単語 の抽象度 が高 く、表現 は分析

的 に行 われ る。例 え ば、動詞mettre,faire,prendre,tenirは 特 定 の具 体 的

な意 味 を持 た ず ほ か の単 語 とともに、あ るい は特定 の文脈 で用 い られ る こと

に よって は じめて具体 的 な意 味 を持 つ。特 に、mettreほ ど抽 象 化 した 動 詞

は ほ か の言 語 に はない。 また、faireは 他 のす べ て の動 詞 の 代 用 をつ とめ る

ことがで きる。英語 のdo,have;put,set,make,takeは そ れ ぞ れ 「す る、

行 う」、 「持 っ てい る」,「押 す 、 突 き刺 す 」、 「置 く、据 え付 ける」、「行動 す る、

作 る」、「触 れる、捕 まえる」 とい う具体 的な意 味で用い られてい たが、抽 象

化(文 法 化)傾 向 に あ る。 この 点 で ドイ ツ語 とは異 なる性格 を持 つ。英語 は

ドイッ語 と同 じゲルマ ン語 で あ り、古英語 の時代 には まだ総 合的で あったが、

度重 なる異民族 との接 触 に よ り英語 は中間言 語(interlanguage)化 して 分 析 化

が 進 ん だ。 こ の点 は 、先 住民族 、ケル ト民族 、 ラテ ン民族 、ゲ ルマ ン民族 と

融 合 して、 中間言語 化 し、分析化 が進 み、 さらには抽 象化へ と推移 したフラ

ンス語 とよく似 てい る。 フラ ンス語 は英語 と並 んでほかの ヨーロ ッパ諸言語 に

ぬ きんでて分析 的言語 なのである。分析 的傾 向はやがて抽象化 に向か う。(注7)

mettre,faireと い っ た抽 象 的 な動 詞 、 動 詞 的 意 味 を失 った動詞が発達 した

フランス語で は、か えってい ろい ろな具 体的 な意味 を表す こ とがで きる よう

になった。lelivreestsurlatable(本 は机 の上 にあ る)と い うの と同 じよ

う にl'hommeestdanslarue(そ の 人 は通 りに い る)と い う こ とが で き る。

とこ ろが 、 ドイツ語 で は、1elivreestcouche(本 が 横 た え られ て い る。G.

liegt)とl'hommesetientdebout(人 が 立 っ て い る。G.steht)で は1iegt,

stehtと い う別 々 の動 詞 を使 い分 け る。

名 詞 を例 に挙 げる と、英語 のthebigstoneは そ の ま ま ドイ ツ語 に は翻 訳

で きな い。thebigstoneは 抽 象 的 で何 格 で あ るの か 明 示 されてい ない。主語 、

目的語 、補 語 のいずれ に もなれ る。 ところが、 ドイツ語で は、主語 であれば

der gross-e Steinと い う形 態 しか あ りえ な い 。den grosse-en Steinで あ れ ば
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対 格 で し か あ り え な い。demgrosse-enStein(e)は 与 格 で あ る。Des

grosse-enStein-sは 属 格 で あ る。 い ず れ の格 も特 定 の形 態 を持 ち一 般 的抽 象

的 に表現 す る手段 が ない。(注8)英 語 は ノル マ ン征 服 以 後 著 し く分 析 的傾 向

を強めて きたが、 フラ ンス語 には及 ばす 、 まだ具体 的 な ところが あ って、to

putとtoplaceと を 区 別 す る。 ま た 、 ドイ ツ語 と同 じ区別が あ る(toset,

tolay;G.setzen,legen)。 フラ ンス語 で は、 動 き を表 す もの は もうこれ以上

な くなっては理解 に支 障 を きたす ところ まで来 てい る。 ドイツ語 は、setzen

「立 たせ て お く」 とlegen「 寝 か せ て お く」 を別 々の語 で 表 すが フラ ンス語

では同 じ語 を用 いる(F.placer,placercouche)。

一 般 的 に
、英 語 の 文 法 に み られ る分析 的傾 向 は フラ ンス語 の影響 と考 える

こ とがい えるので あれば意 味変化 におけ る分析 的傾 向 ・抽 象化 もフ ランス語

の影響 と考 えるこ とが で きるので はないか。英 語が度重 なる異 民族 との接触

で中間言語 的性格 を帯 び るよ うにな り文 法組織 が単純化 され分 析化がすす ん

だ こ とが共通 の素地 と してあ り、 この こ とが英語 の文法 面 と同 じ く語彙 ・意

味の分野 にも分析化 ・抽象化傾 向 を助長 させ た と考 える ことがで きる。

これ に反 して、 ドイツ語 は古期 高地 ドイツ語 の時代 か ら複雑 な屈折 を保存

した結果総合 的 な性格 を堅持 してい る。例 えば、主格 、対格 、与格 が まった

く同 じ形態 を とる、無格 的、抽 象 的 な英 語 のthebigstoneは ドイ ツ語 に翻

訳 す る こ とが で きな い。 ドイツ語 のdergross-eSteinは 排 他 的 に主 格 で あ り、

通 格 的 なthebigstoneと は違 う。gross-eと い う形 容 詞 と定 冠 詞derに よっ

て主 格 で あ る こ とが 明 瞭 に示 されてい る。対格 のdengross-enStein、 与格 の

demgrosse-enStein(e)属 格 のdesgrosse-enStein-sも 同 じこ とが 言 え る。

英 語 の場 合 、互 い に不慣 れ な言語 を持 つ異 民族 との接触 に よ り中間言語化 し

て、語 尾屈 折 の代 わ りに前 置詞 と語 順 にた よる よ うになっ た。 フラ ンス語

d'unchapeaugrisと ドイ ツ語 のeinesgrauenHutsを 比 べ る と、ドイ ツ語 で は、

個 々 の 単語 がそれぞ れ独立 して存在 し全体 と しては フラ ンス語 ほ ど緊密 で は

ない。 ところが、 フラ ンス語 の場 合、個 々の語 は独立 してい な くて互 い に依

存 しあって全体 で始 めて ま とまった意 味 をな してい る。 その意味 では全体 に
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抽 象度が高 い。 フラ ンス語 は分析 的傾 向か らさ らには抽 象的傾 向へ と推移 し

て きた。英語 はノルマ ン征服以降その ようなフラ ンス語 の分析的 ・抽象的傾向

へ の影響 を受 けて きたために語彙 の意味 も抽象度 を高め、特定の文脈、特定の

修飾語 との関係 におかれて始めて具体的 な意味 を持つ とい う傾向 を強めて きた。

そ の もっ とも典型 的 な形容 詞 の例 がfairで あ る。fairは 抽 象 化 して、fair

自体 は これ とい う意 味 を持 たず 、具体的 な文脈 を与 え られて始めて意味 をなす。

もうひ とつ、 フラ ンス語 のfaroucheを 例 に取 る。 『仏 和 大 辞 典 』(白 水 社)

には 「◆ 野 生 の 、人 にな れ な い ◆交際嫌 いの、内気 な ◆檸猛 な、残忍 な」

とい った意味が並 んで い る。特 に 「内気 な」 と 「獰猛な」 とは反対 の意味 で

あ る。 ところが フランス人がbetefaroucheと い う語 か ら連 想 す るの は 「野 う

さ ぎ、鹿」 の類 で あって、「野 生 の獣」 とい う訳語 か ら 日本 人が連想 す るラ

イオ ンや トラとは違 う。つ ま り、「野生 の」 とい う意味は 「自然 のままの状態 、

飼 い な らされてい ない」 であ り 「飼い な らされてい ないので人 を恐 れす ぐ逃

げる」 この意 味か ら 「内気 な」 とい う意味が生 じるのである。一方では、「野

生 の→粗 野 な、荒 々 しい」 か らunairforouche「 荒 々 しい様 子 」,unregard

farouche「 残 忍 な 目つ き」 が 生 じる。faroucheは 「自然 の ま ま の状 態 」 と

い う抽 象 的な意 味が核 とな り、そ の時 その場面 にお ける具体 的文脈 の中で修

飾 す る名詞 によって具体 的な意 味が決 め られる。

V.結 論

英 語 の語 彙 の 中 で も著 し く意 味変化 した基 本語 彙 の形容詞 を取 り上 げて多

義化 の経過 と結 果 を検討 して みる と、第一 に、 もともとの意味 か ら大 きくか

け離れ た意 味、反対 の意 味 は元 の意 味が廃用 になった後 に生 じてお り混 同 さ

れ る ことは ない。第二 に、意 味が多義 となった場合 も、 それぞれの意 味の間

には用 い られ る文脈、用法 に制 限が あ り曖昧 さを生 じる こ とは ない。第三 に、

個 人 として も共同体 として も、「使 う意味」 と 「知 ってい るが使 わない意味」

とが あって使 い分 け られてい る。第 四 に、英 語 の形容詞 の多義化 ・分析化 は、

言語 と して分析 的傾 向 を もつ フラ ンス語 の影響 と考 え られ る。意 味の多 義化
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は、分析化 ・抽象化へ と進み文法化へ と推移する。形容詞の意味の文法化は

英語 とい う言語 に観察 される一般的な分析化傾向 ・文法化現象 と軌 を一 にす

るものと考 えられる。 ただし、名詞、動詞の文法化 と形容詞(副 詞)の 文法

化には品詞の性質上、分析化、抽象化、文法化の過程 ・程度 ・結果 には自ず

か ら違いがある。形容詞(副 詞)は 分析化 ・抽象化 には至 って も完全 に文法

化 は しない よ うで あ る。 また、文 法 化 の原 理 の ひ とつ に、一 方 向性

(unidirectory)と い う現象があげ られるが副詞には逆戻 りの現象 もあるよう

である。

【参考:goの 意味変化】

辞書 に記載 してある、かけ離れた意味の共存・併用は言諦の運用 に不都合

を き た す よ う に 思 わ れ る 。 しか し、 辞 書 に記 載 して あ る 複 数 の 意 味 の 重 複 使

用 が 言 語 の 実 体 を正 確 に 反 映 して い る と は 必 ず し も言 え な い 。

ひ とつ の 単 語 に 複 数 の 意 味 が 平 行 して 用 い ら れ 、 曖 昧 さ が あ る の で は な い

か と 思 わ れ る 場 合 がOEDに 記 載 し て あ るgoで あ る 。OEDに よ る と、go

に は 古 英 語 時 代 か ら 「歩 く」 とい う意 味 が あ り引 用 例 は1000-1836年 と な っ

て い る 。clOOO,cl200,al300,cl386,!387,1412-20,cl450,1523,

ま で は50年 か ら100年 に1例 と い うOEDの 原 則 ど お りで あ る 。 が 、16,17世

紀 に は 特 に 多 数 の 例 が 掲 載 して あ る 。81年 間 に10例 と い う引 用 例 数 は 異 例 で

あ る 。1587,al592,1605,1611,1628,1633,1661,1684,1751,1768,そ

し て 最 終 例 が1836年 で あ る 。 こ の 引 用 例 の 分 布 を 見 る とあ た か もgoの 「歩

く」 と い う意 味 が16,17世 紀 に 非 常 に頻 繁 に 使 用 さ れ た か の よ う な 印 象 を持

つ 。 しか し、 事 実 は 逆 で あ る 。 単 独 で 用 い ら れ た 「歩 く」 は 早 くか らwalk

が 取 っ て 代 わ り、 チ ョー サ ー の 時 代 に はgoが 「歩 く」を意 味 す る場 合 は 必 ず

移 動 を表 す ほ か の 動 詞 と対 比 して の み 用 い られ て い る 。

従 っ て 、 確 か にgoは 「歩 く」 とい う意 味 で チ ョー サ ー の 時 代 に もバ ニ ヤ ン

の 時 代 に も用 い ら れ て い る が 必 ず 移 動 を 表 す ほ か の 動 詞 と対 比 して の み 、 化

石 化 して 用 い られ て い る 。例 え ば 、ride,run,creep(goandride,goandrun)。

バ ニ ヤ ン のlamresolvedtorunwhenlcan,togowhenIcannotrun,an
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creepwhenIcannotgo.(走 れ る と き は 走 り 、 走 れ な い と き に は 歩 み 、 歩 め な

い 時 に は 這 っ て い く覚 悟 だ)(J.Bunyan,ThePilgrim'sProgress,2,313)は そ

の 最 後 を 飾 る 典 型 的 な 文 で あ る 。OEDは こ の 時 期 に お け るgoの 「歩 く」

の 意 味 に 限 り収 集 し得 た す べ て の 例 を 記 載 し た の で は な い か 。

注

(注1)Mennerか らの引 用(図)は 原文 の ま ま。

(注2)OEDは5.Ofpersons...Sorrowfu1,mournful.の 初 例 と して 、?al366CHAUCER,

ROM.ROSE.Fulsadandcaytif[orig.megreetchetive]wasshe.を 引 用 し、 さ ら に、

5c.で もチ ョー サ ー 『カ ン タベ リ物 語 』の 「騎 士 の物 語 」のasadvisage(A2985)

を'Expressiveofsorrow'の 初 例 と して あ げ て い る が か な り疑 わ しい。 諸 版 、 注 釈

は'steadfast'あ る い は`serious'と 解 釈 して い る。 メ ナ ー(1945)もOEDの1366年

の初 例 を確 実 で は な い とみ て 点線 に して い る 。CS.ル ー イ ス も'serious'と 解 釈 し

て い る(『 語 の研 究』1974.p.89)。

(注3)sadと 語 源 を 同 じ くす る ドイ ツ語 のsattは 古 期 高 地 ドイ ツ語 以 来 「飽 き飽 き した 、

満 足 した」 とい う意 味 を変 え て い な い 。 英 語 と ドイ ツ語 と も に も と も との 意 味 を

残 して い る場 合 で も英 語 の 単 語 は ドイ ツ語 にな い 新 しい 意 味 を い ろ い ろ と併 せ 持

つ よ う に な る の が 通 例 で あ る。 例 。knight(<"servant"),town,tide(="time"),to

write,toread,tokill,glad;G.Knecht(="servant"),Zaun(="fence"),Zeit(="time"),

reissen(="totear"),raten(="toguess"),quelen(="tokill"),glatt(="smooth")。

た だ し、clean-G.klein(="small"<"clean")の よ う に ドイ ツ語 の方 が 意 味 変 化

した例 外 もあ る。

(注4)sillyと 語 源 を同 じ くす る ドイ ツ語 のseligは 古 期 高 地 ドイ ツ語 以 来 変 わ らず 現 在

も 「祝 福 を受 け た、 幸 福 な」 を意 味 す る。 英 語 の単 語 の 中 に は 著 し く意 味 変 化 す

る傾 向 が あ るの に 反 し ドイ ツ語 の場 合 あ ま り意 味 変 化 しな い 場 合 が 多 い とい う も

う ひ とつ の 例 で あ る。

(注5)多 義 語 が 曖 昧 さ を生 じて 、 意 味 変 化 を余 儀 な くされ る の は、 そ の 多 義 語 が 持 つ 複

数 の 意 味 が 同 じ時 期 に、 同 じ文 脈 、 同 じ意 味 の場 で 用 い られ て しか も違 う意 味 で

用 い られ る場 合 で あ る。17世 紀 の 色 彩 語 に多 義 語 が 生 じる場 合 が よ くあ っ た 。

purpleは17世 紀 に は 「紫 色」 と「赤 い(血 の)色 」の両 方 を意 味 してい た た め に曖 昧

さが 生 じて不 都 合 を生 じて 、 「赤 い(血 の)色 」 は廃 用 に な っ た。wanも 、17世

紀 に は 「(病的 で)青 白 い 色 」と「鉛 色 」の ふ たつ の意 味 で 用 い られ て い たが 現 代 で は

「青 白 い」の み が 用 い られ て い る 。rent「 貸 す 、 借 りる」 は 「貸 借 関係 」 とい う同

じ意 味 の 場 で 用 い られ 、 しか も反対 の 意 味 で 用 い られ るが あい ま い さ は ない 。 「貸

す」 場 合 に はrentsomethingtosomebody、 「借 りる」 場 合 に はrentsomethingfrom

somebodyと い う違 う文構 造 で 用 い られ るか らで あ る。
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(注6)M.Townendは 中 英 語 期 の イ ン グ ラ ン ドの お け る 、 ラ テ ン 語 、 ノ ル ド語 、 フ ラ ン

ス 語 の 混 在 と こ れ ら の 言 語 の 英 語 へ の 影 響 の 大 き さ を 従 来 以 上 に 強 調 して い る が

本 稿 ほ ど に 具 体 的 に は 述 べ て い な い 。

(M.Townend,M.Chapter3.ContactsandConflicts:Latin, Norse, and French in The

Oxford History of English, ed. by L.Mugglestone,2006.)

(注7)ド ー ザ 、pp.420-23。

(注8)ド ー ザ 、p.423、 泉 井 、PP.10-11。
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